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要 旨 認知症を有する患者がリハビリテーション後に在宅復帰するためには，なじみのある安
心できる生活を送ることが可能となる環境整備が必要である．超高齢社会となり認知

症を有する患者が増加傾向にある我が国の医療分野において，病前生活に関する詳細な情報収集
は必要不可欠である．当院の回復期リハビリテーション病棟では，患者の安全な在宅生活を提供す
るために，2020年 6 月より入院時の家屋訪問にInformation and Communication Technology（ICT）
を活用した「オンライン家屋訪問指導」を実施している．家屋訪問にICTを活用することにより，
家屋および院内から患者と家族をはじめ，医師，療法士，社会福祉士などの参加が可能となり，家
屋情報や患者と家族の希望を多職種が視覚的にリアルタイムで共有できる利点がある．今回，回復
期リハビリテーション病棟にて認知症を有する患者に対し，オンライン家屋訪問指導を実施した．

ICTを活用したことにより患者も在宅復帰に向けた治療に参画でき，行動・心理症状の軽減に繋
がった．また，家屋情報や病前生活の情報を患者に関わるすべての医療職とリアルタイムに共有
したことで，個別性の高いリハビリテーションの展開を図ることができ，認知面の改善に繋げるこ
とができた．さらにオンラインによる情報共有により，入院早期に退院後の在宅生活に必要な支援
や環境整備などの準備ができ，早期に在宅復帰に繋げることができたため，考察を加えて報告する．
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は じ め に

　回復期リハビリテーション病棟（回復期リハ病棟）
は，患者の安全な在宅生活の提供に向けた医療サー
ビスの提供と在宅復帰後の Quality of Life （QOL） を

維持向上させる役割を担っている1 ）．超高齢社会と
なった我が国において認知症は増加傾向にあるとされ
ており2 ），認知症を有する患者においては安全な在宅
生活の提供とQOLの維持向上のために患者ごとに個
別性の高い治療戦略を組み立てることが必要である．

オンライン訪問指導により回復期リハビリテーション病棟
から早期在宅復帰に繋がった認知症を有する1 例
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